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令和7年
第４回定例会

もくじ
P2	 委員会で詳しく審査
P3	 �委員会視察を市政に

活かす
P4	 一般質問（16人）
P7	 議長の公務紹介
　	 正副議長公務日誌
　	 議員21人に聞きました
P8	 議案審議結果

10
月

７
日　

議
会
運
営
委
員
会

15
日　

建
設
環
境
委
員
会

16
日　

福
祉
文
教
委
員
会

28
日　

総
務
委
員
会

11
月

４
日　

議
会
運
営
委
員
会

12
日　

総
務
委
員
会

13
日　

建
設
環
境
委
員
会

17
日　

代
表
者
会
議

19
日　

議
会
運
営
委
員
会

26
日　

第
４
回
定
例
会

　
　
　

本
会
議

　
　
　

行
政
報
告
、
議
案
説
明

28
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

本
会
議

　
　
　

�

議
案（
補
正
予
算
除
く
）

質
疑
、
付
託
、
議
案（
補

正
予
算
）質
疑
、
特
別

委
員
会
設
置
、
付
託
、

請
願
・
陳
情
付
託

　
　
　

補
正
予
算
特
別
委
員
会

12
月

１
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

本
会
議

　
　
　

一
般
質
問

２
日　

本
会
議

　
　
　

一
般
質
問

　
　
　

議
会
運
営
委
員
会

３
日　

本
会
議

　
　
　

一
般
質
問

４
日　

本
会
議

　
　
　

一
般
質
問

５
日　

補
正
予
算
特
別
委
員
会

８
日　

総
務
委
員
会

９
日　

福
祉
文
教
委
員
会

10
日　

建
設
環
境
委
員
会

16
日　

議
会
運
営
委
員
会

　
　
　

本
会
議

　
　
　

�

議
案
・
請
願
・
陳
情
委

員
会
報
告
、
討
論
、
採

決

二十歳の皆さま
� おめでとう！祝

二十歳の式典実行委員と（左から６人目より）杉本教育長、坂田議長、髙橋市長、中田副議長
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委員会で詳しく審査しました
〜令和7年第4回定例会中に審査した内容は下記のとおりです〜

総
務
委
員
会

　

議
案
６
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

稲
城
市
議
会
議
員
及
び
稲
城
市

長
の
選
挙
に
お
け
る
選
挙
運
動
の

公
費
負
担
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
は
、
１
件
の
質

疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り

で
す
。

問

条
例
改
正
の
理
由
は
。

答

公
職
選
挙
法
施
行
令
改
正
に

準
じ
て
、
引
き
上
げ
を
す
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
職
員
の
公
益
的
法
人
へ

の
派
遣
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
、
２
件
の
質
疑

が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

問

人
材
の
派
遣
の
選
考
に
つ
い

て
は
。

答

今
ま
で
の
実
績
、
役
職
な
ど

を
考
慮
し
、
適
材
適
所
に
配
置
を

進
め
て
い
く
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
一
般
職
の
職
員
の
給
与

に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
は
、２
件
の
質
疑
が
あ
り
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

第
一
種
会
計
年
度
任
用
職
員

も
、
報
酬
改
定
や
遡
っ
て
支
給
を

し
て
も
ら
い
た
い
が
、
考
え
は
。

答

本
定
例
会
で
補
正
予
算
の
承

認
後
、常
勤
職
員
と
同
様
に
改
定
、

遡そ

及き
ゅ
う

で
の
実
施
を
す
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
大
丸
地
区
会
館
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
、
稲
城

市
松
葉
集
会
所
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
つ
い
て
及
び
稲
城
市
押
立

ふ
れ
あ
い
会
館
の
指
定
管
理
者
の

福
祉
文
教
委
員
会

　

議
案
７
件
、
請
願
１
件
、
陳
情

１
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

稲
城
市
乳
児
等
通
園
支
援
事
業

の
設
備
及
び
運
営
の
基
準
に
関
す

る
条
例
は
、３
件
の
質
疑
が
あ
り
、

概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

市
独
自
の
変
更
を
行
わ
な

か
っ
た
理
由
は
。

答

初
年
度
の
開
始
時
点
で
は
、

地
域
の
実
情
を
反
映
で
き
る
状
況

に
な
い
と
判
断
し
て
い
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
ひ
と
り
親
家
庭
等
の
医

療
費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
、
稲
城
市
乳

幼
児
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
、

稲
城
市
義
務
教
育
就
学
児
の
医
療

費
の
助
成
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
、
稲
城
市
高
校

生
等
の
医
療
費
の
助
成
に
関
す
る

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
は
、

一
括
議
題
と
し
、
質
疑
・
討
論
が

な
く
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
特
定
教
育
・
保
育
施
設

及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運

営
に
関
す
る
確
認
基
準
を
定
め
る

条
例
等
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

及
び
稲
城
市
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、

質
疑
・
討
論
が
な
く
、
採
決
の
結

果
、
い
ず
れ
も
起
立
全
員
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

難
聴
予
防
対
策
の
強
化
・
充
実

を
求
め
る
請
願
は
、
７
件
の
質
疑

建
設
環
境
委
員
会

　

議
案
13
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

稲
城
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い

て（
稲
城
南
山
東
部
土
地
区
画
整
理

事
業
区
域
に
お
け
る
電
線
共
同
溝

路
線
指
定
関
係
・
５
路
線
）、
稲
城

市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て（
稲
城

南
山
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
関

係
・
１
路
線
）、
稲
城
市
道
路
線
の

認
定
に
つ
い
て（
坂
浜
に
お
け
る
民

間
宅
地
開
発
関
係
・
１
路
線
）及
び

稲
城
市
道
路
線
の
廃
止
に
つ
い
て

（
多
摩
都
市
計
画
道
路
７・５・３
号

宿
榎
戸
線
新
設
整
備
事
業
関
係
・

１
路
線
）は
、
議
案
審
査
の
た
め
現

地
調
査
を
行
っ
た
後
、
一
括
議
題

と
し
て
審
査
し
、
質
疑
・
討
論
が

な
く
、
採
決
の
結
果
、
い
ず
れ
も

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
手
数
料
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
は
、
１
件
の
質
疑

が
あ
り
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

改
正
に
よ
る
手
数
料
変
更
、

市
民
や
管
理
組
合
の
手
続
き
な
ど

に
新
た
な
負
担
は
あ
る
の
か
。

答

手
数
料
の
変
更
は
な
く
、
新

た
な
負
担
は
な
い
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

補
正
予
算
特
別
委
員
会

　

議
案
６
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
東
京
都
稲
城
市
一

般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）は
、

14
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次

の
と
お
り
で
す
。

問

シ
ス
テ
ム
開
発
委
託
の
メ

リ
ッ
ト
は
。

答

紙
の
医
療
証
の
持
参
不
要
、

入
力
作
業
の
自
動
化
な
ど
が
あ
る
。

問

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
で
受
信
し
た
情

報
の
市
民
へ
の
伝
達
は
。

答

防
災
行
政
無
線
、
緊
急
速
報

メ
ー
ル
な
ど
に
よ
る
。

問

給
与
費
の
報
酬
・
給
料
・
職

指
定
に
つ
い
て
は
、
一
括
議
題
と

し
、
質
疑
・
討
論
が
な
く
、
採
決

の
結
果
、
い
ず
れ
も
起
立
全
員
に

よ
り
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま

し
た
。

が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お
り
で

す
。

問

請
願
書
提
出
の
経
緯
は
。

答

難
聴
で
悩
ん
で
い
る
高
齢
者

の
生
活
の
維
持
や
、
暮
ら
し
を
改

善
す
る
た
め
提
出
さ
れ
た
。

問

市
に
お
け
る
難
聴
予
防
対
策

や
高
齢
者
の
聞
こ
え
の
支
援
の
現

状
は
。

答

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
や
市
ウ
ェ
ブ

サ
イ
ト
な
ど
で
周
知
・
啓
発
を

行
っ
て
い
る
。

問

市
内
で
の
対
象
者
は
把
握
可

能
な
の
か
。

答

実
際
困
っ
て
い
る
方
や
支
援

が
必
要
な
方
が
ど
れ
く
ら
い
い
る

か
は
把
握
し
て
い
な
い
。

問

補
聴
器
の
購
入
助
成
を
行
う

自
治
体
の
現
状
は
。

答

23
区
は
全
て
、
多
摩
地
域
は

16
市
、
そ
の
ほ
か
２
町
１
村
で
実

施
し
て
い
る
。

問

補
聴
器
を
使
う
こ
と
で
、
高

齢
者
の
生
活
の
質
が
上
が
る
か
、

市
の
考
え
は
。

答

生
活
の
質
が
上
が
っ
た
の
か

の
測
定
が
ま
だ
で
き
て
い
な
い
と

思
っ
て
お
り
、
研
究
す
る
。

賛
成
討
論
難
聴
の
早
期
発
見
や
早

期
予
防
は
、
高
齢
者
の
健
康
な
生

活
を
維
持
し
、
介
護
予
防
に
も
つ

な
が
る
。
市
に
お
い
て
難
聴
予
防

対
策
が
前
進
す
る
こ
と
を
求
め

て
、
賛
成
と
す
る
。

　

討
論
の
後
、
都
の
高
齢
者
聞
こ

え
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
支
援

事
業
を
活
用
し
、
ま
ず
は
難
聴
に

関
わ
る
普
及
啓
発
を
行
う
べ
き

で
、
趣
旨
採
択
を
提
案
す
る
。
ー

と
の
動
議
が
提
出
さ
れ
、
採
決
の

結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
趣
旨
採

択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
内
の
小
・
中
・
高
・
特

別
支
援
学
校
に
お
け
る「
い
じ
め
」

を
な
く
す
取
り
組
み
に
関
す
る
陳

情
は
、
１
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

数
値
目
標
を
設
定
し
、
公
開

す
る
こ
と
に
つ
い
て
市
の
見
解
は
。

答

い
じ
め
の
認
知
件
数
自
体
を

減
ら
す
こ
と
が
目
標
で
な
い
た

め
、
数
値
目
標
の
設
定
や
、
広
く

公
開
す
る
必
要
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

反
対
討
論
い
じ
め
の
件
数
を
公
表

し
、
削
減
目
標
を
持
つ
こ
と
で
、

問
題
の
解
決
に
結
び
つ
く
と
は
思

え
な
い
。
子
供
た
ち
の
教
育
環
境

を
よ
り
よ
く
し
て
い
く
こ
と
が
、

い
じ
め
の
解
決
に
つ
な
が
っ
て
い

く
と
考
え
、
反
対
す
る
。

　

採
決
の
結
果
、
起
立
な
し
に
よ

り
不
採
択
と
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

坂
浜
地
区
の
一
部
に
お
け
る
住
居

表
示
を
実
施
す
る
市
街
地
の
区
域

及
び
当
該
区
域
内
の
住
居
表
示
の

方
法
に
つ
い
て
及
び
坂
浜
地
区
の

一
部
に
お
け
る
町
の
区
域
の
新
設

及
び
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い
て

は
、
一
括
議
題
と
し
、
質
疑
・
討

論
が
な
く
、
採
決
の
結
果
、
い
ず

れ
も
起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と

お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

矢
野
口
・
東
長
沼
・
百
村
地
区

の
一
部
に
お
け
る
町
の
区
域
の
新

設
及
び
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い

て
は
、
１
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概

要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

住
所
が
実
際
に
変
わ
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

稲
城
南
山
東
部
土
地
区
画
整

理
事
業
の
換
地
処
分
の
翌
日
で
令

和
10
年
３
月
を
予
定
し
て
い
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
は
、
１
件
の
質
疑
が

あ
り
、概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
、
ど

の
よ
う
な
効
果
が
見
込
ま
れ
る
の

か
。

答

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
自
宅
な

ど
か
ら
い
つ
で
も
公
示
送
達
に
ア

ク
セ
ス
で
き
る
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
後
期
高
齢
者
医
療
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
は
、
質
疑
・
討
論
が
な
く
、
採

決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り
原

案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
地
域
振
興
プ
ラ
ザ
の
指

定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
及
び

稲
城
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
指
定

管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て
は
、
一

括
議
題
と
し
て
審
査
し
、
１
件
の

質
疑
が
あ
り
、
概
要
は
次
の
と
お

り
で
す
。

問

稲
城
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
広
場
の

指
定
管
理
者
は
、
ど
の
よ
う
な
点

を
評
価
し
て
、
選
定
し
た
の
か
。

答

価
格
評
価
は
、
基
準
額
を
上

回
っ
た
が
、
性
能
評
価
は
、
全
て

管
理
基
準
書
を
満
た
し
て
い
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

い
ず
れ
も
起
立
全
員
に
よ
り
原
案

の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
上
谷
戸
緑
地
体
験
学
習

館
等
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
は
、
質
疑
・
討
論
が
な
く
、

採
決
の
結
果
、
起
立
全
員
に
よ
り

原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

員
手
当
の
増
額
要
因
は
。

答

都
人
事
委
員
会
勧
告
に
基
づ

き
引
き
上
げ
る
。

問

保
育
所
等
熱
中
症
対
策
事
業

補
助
金
の
概
要
は
。

答

都
補
助
金
が
10
分
の
10
と
さ

れ
、
来
年
度
へ
の
備
え
も
対
象
と

な
る
こ
と
か
ら
、
市
内
保
育
所
に

対
し
実
施
す
る
。

問

街
路
樹
剪
定
及
び
草
刈
等
業

務
委
託
の
増
額
の
理
由
は
。

答

猛
暑
の
影
響
に
よ
り
雑
草
の

繁
茂
期
間
が
延
び
た
た
め
で
あ
る
。

問
（
仮
称
）稲
城
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
セ
ン
タ
ー
整
備
工
事
の
内

容
は
。

答

内
装
の
壁
紙
や
、
自
動
ド
ア

を
つ
け
、
施
設
と
廊
下
を
仕
切
る

工
事
で
あ
る
。

　

令
和
７
年
度
東
京
都
稲
城
市
国

民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算（
第
２
号
）、
令
和
７
年
度
東

京
都
稲
城
市
後
期
高
齢
者
医
療
特

別
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）、
令

和
７
年
度
東
京
都
稲
城
市
土
地
区

画
整
理
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）及
び
令
和
７
年
度
東
京

都
稲
城
市
下
水
道
事
業
会
計
補
正

予
算（
第
１
号
）は
、
い
ず
れ
も
質

疑
・
討
論
が
な
く
、採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　

令
和
７
年
度
東
京
都
稲
城
市
病

院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
２
号
）

は
、
８
件
の
質
疑
が
あ
り
、
概
要

は
次
の
と
お
り
で
す
。

問

人
件
費
に
関
す
る
取
り
組
み

は
。

答

可
能
な
限
り
非
常
勤
医
師
の

勤
務
削
減
を
協
議
し
て
い
る
。

問

企
業
債
の
借
入
計
画
は
。

答

発
行
可
能
額
16
億
円
、
償
還

期
間
15
年
、
措
置
期
間
３
年
を
前

提
と
し
て
申
請
し
た
。

　

討
論
は
な
く
、
採
決
の
結
果
、

起
立
全
員
に
よ
り
原
案
の
と
お
り

可
決
さ
れ
ま
し
た
。

▲道路認定調査の様子
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委員会視察を市政に活かす
～市民生活に深く関わる課題について先進事例の調査研究を行いました～

福祉文教委員会
視 察 日　令和8年1月16日（金）
視 察 地　東京都八王子市・東京都調布市
視察目的　「学びの多様化を実現する環境づくりについて」の調査研究を進めるため、八王子市、調布市の先進的事例を視察する。
調査概要　八王子市：� 八王子市立高尾山学園を視察した。決して強制せず子どもの主体性や自己肯定感を育む取り組みにより、子供にとって学校を「安全で楽しく」「頼

れる大人や友人とつながれる」場所とする運営方針は素晴らしいもので非常に参考になった。教育、福祉、医療との連携の必要性も感じた。心
身の不調や発達特性など、教育現場のみでは対応が難しい課題についても専門的支援につなぐ体制が構築されていた。本市でも、教育・福祉
にとどまらず、医療を含めた切れ目のない支援体制の構築が重要であると考える。

　　　　　調 布 市：�調布市立第七中学校はしうち教室を視察した。全国初の分教室型として開校した。小集団の学級編成、独自の教科の設定、柔軟な時間設定など、
生徒の自己肯定感を育むことを目標に、特色ある教育活動を行っていることを確認した。独自の教科「表現科」は、様々な体験活動や実践を通
じて感じたことや考えたことを、生徒が自分の得意とする手法で表現をする活動で、他者とのコミュニケーション力の向上を図る上で、有効
であると思った。

議会運営委員会
視 察 日　令和８年１月19日（月）～20日（火）
視 察 地　静岡県菊川市・滋賀県彦根市
視察目的　「議会運営の効率化について」の調査研究を進めるため、こども議会の先進的事例として、菊川市、彦根市の先進的事例を視察する。
調査概要　菊川市：�菊川市こども議会は、市議会発案により、「市民に開かれた議会」、「市民参加を推進する議会の実現を推進する議会」の実現にあたり、市内の小

中学生を対象に実施している。夏休み期間中に、オリエンテーション、資料収集、調査、提言書作成、提言書発表の５回を行っている。議会主
導による参加者の公募、提言づくり、当日運営までをほぼ全議員参加で行っているが、準備からこども議員への関わりまで、議員自らが取り組
むことが大切との説明だった。

　　　　　彦根市：�彦根市こども議会は、「小学生が政治への関心を深めたり、社会参画への意欲を担うこと」などを目的に実施している。市内の小学生を対象に、
夏休み期間中に、事前研修会、リハーサル、質問書発表の３回を行っている。当初は市議会のみの主催であったが、現在は、議会が運営全般、
事前研修会、リハーサル、本番の発表における進行補助、市が質問に対する答弁作成、子ども議会本番における答弁対応、教育委員会が小学校
との連絡・調整、子ども議員の質問書作成補助をし、三者による共催で、それぞれが役割分担をして実施している。役割分担をすることで、そ
れぞれの負担が軽減され、スムーズな運営ができ、また、子ども視点の質問からは、新たな気づきを得られるとの説明だった。

八王子市
八王子市立
高尾山学園

菊川市

調布市
調布市立
第七中学校
はしうち教室

彦根市
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問

男
性
の
育
児
休
暇
取
得
率
が
高

ま
る
中
、
男
子
ト
イ
レ
に
お
む
つ
交

換
台
を
設
置
す
る
な
ど
、
男
性
が
子

供
の
お
む
つ
を
交
換
で
き
る
環
境
を

整
備
す
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

答

男
性
の
育
児
参
加
が
進
む
現
状

を
踏
ま
え
、
男
性
も
利
用
し
や
す
い

環
境
整
備
の
重
要
性
を
認
識
し
て
い

る
。
男
性
も
利
用
し
や
す
い
バ
リ
ア

フ
リ
ー
ト
イ
レ
を
中
心
に
お
む
つ
交

換
台
を
設
置
し
て
い
る
ほ
か
、
一
部

の
公
共
施
設
で
は
男
子
ト
イ
レ
に
も

お
む
つ
交
換
台
を
設
置
し
て
い
る
。

引
き
続
き
状
況
に
応
じ
適
切
に
対
応

し
て
い
き
た
い
。

問

現
在
、
市
立
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
は
授
乳
室
や
ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド

が
設
置
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
示
す
バ

リ
ア
フ
リ
ー
マ
ー
ク
が
掲
示
さ
れ
て

い
な
い
。
バ
リ
ア
フ
リ
ー
マ
ー
ク
を

問

令
和
９
年
に
は
、
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
で
水
族

館
の
オ
ー
プ
ン
が
予
定
さ
れ
て
お

り
、
今
後
、
稲
城
南
山
東
部
土
地
区

画
整
理
事
業
区
域
内
の
多
３
・
４
・

16
号
稲
城
南
多
摩
線
で
は
、
さ
ら
な

る
交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
。

交
通
量
の
変
化
に
対
し
、
ど
の
よ
う

な
安
全
対
策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答

水
族
館
の
オ
ー
プ
ン
に
よ
り
、

多
３
・
４
・
16
号
稲
城
南
多
摩
線
に

加
え
て
、
多
３
・
４
・
12
号
読
売
ラ

ン
ド
線
で
も
交
通
量
の
増
加
が
見
込

ま
れ
る
た
め
、
歩
行
者
と
車
両
を
分

離
す
る
観
点
か
ら
、
横
断
歩
道
橋
の

設
置
を
予
定
し
て
い
る
。
ま
た
、
今

後
の
道
路
交
通
環
境
の
変
化
や
市
民

か
ら
の
要
望
な
ど
を
踏
ま
え
、
必
要

に
応
じ
て
、
信
号
機
や
横
断
歩
道
の

設
置
に
つ
い
て
交
通
管
理
者
で
あ
る

問

公
園
・
緑
地
の
ト
イ
レ
に
つ
い

て
臭
い
や
汚
れ
な
ど
が
ひ
ど
い
と
の

声
が
あ
り
、
防
犯
上
も
改
善
が
必
要

と
考
え
る
が
、清
掃
の
実
施
状
況
は
。

答

指
定
管
理
者
で
あ
る
公
益
財
団

法
人
い
な
ぎ
グ
リ
ー
ン
ウ
ェ
ル
ネ
ス

財
団
に
お
い
て
、
公
園
利
用
者
が
多

い
４
月
か
ら
９
月
は
月
・
水
・
金
の

週
３
回
、
10
月
か
ら
３
月
は
月
・
金

の
週
２
回
実
施
し
て
い
る
。

問

不
審
者
に
後
を
つ
け
ら
れ
た
、

露
出
狂
が
出
た
な
ど
、
ト
イ
レ
付
近

で
犯
罪
に
繋
が
り
か
ね
な
い
事
が
起

き
て
い
る
。
防
犯
カ
メ
ラ
は
抑
止
も

含
め
必
要
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
に

も
、
電
灯
を
明
る
く
す
る
な
ど
の
改

善
は
で
き
る
。
何
か
あ
っ
て
か
ら
で

は
遅
い
の
で
早
急
な
確
認
と
対
応
を

求
め
る
が
、防
犯
対
策
に
つ
い
て
は
。

答

犯
罪
が
起
こ
り
に
く
い
環
境
作

問

稲
城
稲
城
長
沼
駅
周
辺
土
地
区

画
整
理
事
業
に
お
け
る
、
稲
城
長
沼

駅
北
側
の
今
後
の
事
業
展
開
は
。

答

北
口
駅
前
広
場
に
隣
接
す
る
街

区
整
備
の
た
め
、
旧
グ
ル
メ
シ
テ
ィ

稲
城
店
の
周
辺
に
埋
設
さ
れ
て
い
る

下
水
道
幹
線
の
移
設
を
行
い
、
周
辺

の
建
物
移
転
な
ど
を
お
願
い
し
、
第

五
次
稲
城
市
長
期
総
合
計
画
の
期
間

内
で
あ
る
令
和
12
年
度
ま
で
に
、
新

た
な
土
地
利
用
を
図
っ
て
も
ら
え
る

よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
。

問

稲
城
長
沼
駅
周
辺
地
区
の
全
体

計
画
と
第
五
次
稲
城
市
長
期
総
合
計

画
期
間
内
で
あ
る
令
和
12
年
度
ま
で

の
事
業
の
進
め
方
に
つ
い
て
は
。

答

全
体
計
画
は
、
事
業
進
捗
に
合

わ
せ
、
施
行
期
間
を
令
和
12
年
度
か

ら
令
和
26
年
度
に
延
伸
す
る
と
と
も

に
、
総
事
業
費
を
約
１
７
６
億
円
か

問
「
美
味
し
い
病
院
食
」は
病
気
や

ケ
ガ
の
回
復
に
寄
与
す
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
病
院
選
び
の
一
つ
の
基
準

と
捉
え
ら
れ
る
。
市
立
病
院
の
病
院

食
を「
美
味
し
い
病
院
食
」と
し
て
推

進
す
る
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、

病
院
食
に
対
す
る
考
え
方
、認
識
は
。

答

病
院
食
を
入
院
中
の
治
療
の
一

環
と
位
置
付
け
、
栄
養
管
理
、
病
状

回
復
お
よ
び
生
活
の
質
向
上
を
支
え

る
重
要
な
医
療
行
為
と
し
、
病
状
や

嚥
下
機
能
に
合
わ
せ
提
供
し
て
い

る
。
ま
た
、
病
院
食
は
心
身
の
癒
し

を
与
え
る
大
事
な
要
素
と
認
識
し
て

い
る
。

問

病
院
食
改
善
の
た
め
に
現
在
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
つ
い
て
は
。

答

入
院
患
者
満
足
度
調
査
な
ど
に

よ
る
意
見
収
集
、
栄
養
管
理
委
員
会

な
ど
に
お
け
る
多
職
種
と
の
意
見
交

掲
示
す
べ
き
と
考
え
る
が
、見
解
は
。

答

稲
城
市
立
図
書
館
の
バ
リ
ア
フ

リ
ー
の
対
応
状
況
を
示
す
マ
ー
ク
の

掲
示
は
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
の
図
書
館

施
設
案
内
に
掲
示
し
て
い
る
が
、
市

立
図
書
館
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
も
掲
示

す
る
よ
う
、
対
応
し
て
い
く
。

問

陣
痛
時
に
備
え
、
移
動
手
段
の

確
保
な
ど
に
つ
い
て
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
で
市
民
に
掲
示
を
行
う
べ
き
と
考

え
る
が
、
見
解
は
。

答

市
で
は
妊
婦
さ
ん
面
接
で
、
出

産
時
の
移
動
手
段
を
含
め
た
出
産
準

備
な
ど
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
た
、

い
な
ぎ
妊
娠
・
出
産
セ
ル
フ
プ
ラ
ン

を
用
い
、
一
人
一
人
の
状
況
に
寄
り

添
い
、
確
認
や
情
報
提
供
を
行
っ
て

い
る
。
現
在
、
こ
の
プ
ラ
ン
の
見
直

し
を
行
っ
て
お
り
、改
訂
後
、市
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
予
定
で
あ
る
。

多
摩
中
央
警
察
署
へ
要
望
す
る
。
市

と
し
て
も
横
断
防
止
柵
の
設
置
な

ど
、
さ
ら
な
る
交
通
安
全
対
策
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
。

問

３
月
に
多
７
・
５
・
７
号
南
山
街

路
２
号
線
が
開
通
す
る
こ
と
に
よ
り

交
通
量
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
た

め
、
南
山
小
学
校
前
の
横
断
歩
道
で

は
、
児
童
の
安
全
確
保
の
観
点
か
ら

信
号
機
の
設
置
を
検
討
す
る
必
要
が

あ
る
。更
な
る
安
全
対
策
の
検
討
は
。

答

組
合
で
は
、
警
視
庁
と
の
協
議

を
踏
ま
え
、
必
要
な
施
設
の
設
置
を

し
て
い
る
。
南
山
小
学
校
前
の
横
断

歩
道
に
つ
い
て
は
、
当
初
か
ら
信
号

機
の
設
置
を
要
望
し
て
お
り
、
２
月

に
は
、
市
長
自
ら
多
摩
中
央
警
察
署

へ
要
望
を
行
う
予
定
で
あ
る
。
今
後

も
引
き
続
き
必
要
な
安
全
対
策
に
つ

い
て
検
討
を
行
う
。

り
を
基
本
と
し
、
ト
イ
レ
の
出
入
り

口
付
近
の
見
通
し
の
確
保
や
緊
急
警

報
装
置
の
設
置
、
過
去
に
犯
罪
行
為

な
ど
が
あ
っ
た
箇
所
へ
の
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置
を
行
っ
て
い
る
。

問

洋
式
ト
イ
レ
は
、
子
ど
も
・
妊

婦
・
高
齢
者
や
身
体
の
不
自
由
な
方

に
も
利
用
し
や
す
い
設
計
で
あ
る
。

衛
生
面
で
は
フ
タ
の
利
用
で
感
染
症

対
策
と
な
り
、
災
害
時
な
ど
の
多
様

な
状
況
に
対
応
で
き
、「
ト
イ
レ
難

民
」問
題
の
軽
減
も
期
待
さ
れ
る
。

洋
式
ト
イ
レ
の
設
置
を
率
先
し
て
進

め
て
も
ら
い
た
い
が
、
和
式
洋
式
そ

れ
ぞ
れ
の
個
数
は
。
ま
た
、
市
で
は
率

先
し
て
洋
式
化
を
進
め
て
い
る
の
か
。

答

和
式
便
器
40
基
、
洋
式
便
器
27

基
。
公
園
施
設
の
老
朽
化
な
ど
に
よ

る
大
規
模
修
繕
な
ど
の
機
会
を
捉

え
、
ト
イ
レ
の
洋
式
化
を
行
う
。

ら
約
１
８
３
億
円
に
見
直
し
を
行
っ

た
。
第
五
次
稲
城
市
長
期
総
合
計
画

の
後
期
５
か
年
の
事
業
の
進
め
方
に

つ
い
て
は
、
駅
北
側
は
前
の
問
い
の

と
お
り
で
、
駅
南
側
は
多
３
・
４
・

14
号
稲
城
長
沼
駅
前
通
り
線
と
川
崎

街
道
と
の
交
差
点
の
開
放
お
よ
び
駅

前
広
場
の
整
備
に
着
手
し
て
い
く
。

問

稲
城
若
葉
台
駅
東
土
地
区
画
整

理
事
業
の
現
在
の
状
況
は
。

答

令
和
４
年
５
月
に
発
起
人
会
が

立
ち
上
が
り
、
事
業
化
に
向
け
て
検

討
を
重
ね
、
地
権
者
対
象
の
説
明
会

の
開
催
や
仮
同
意
書
の
取
得
な
ど
を

経
て
、
令
和
７
年
７
月
31
日
に
土
地

区
画
整
理
組
合
設
立
準
備
会
が
結
成

さ
れ
た
。
現
在
は
準
備
会
と
共
に
検

討
を
進
め
て
い
く
事
業
協
力
者
の
募

集
・
選
定
を
進
め
て
い
る
と
聞
い
て

い
る
。

換
、
旬
の
食
材
を
取
り
入
れ
た
行
事

食
・
イ
ベ
ン
ト
食
の
実
施
、
他
院
の

好
事
例
研
究
な
ど
、
推
進
に
向
け
、

鋭
意
努
力
し
て
い
る
。
ま
た
、
委
託

業
者
は
献
立
作
成
か
ら
調
理
ま
で
の

工
夫
や
調
理
技
能
向
上
な
ど
、
病
院

職
員
と
連
携
し
な
が
ら
進
め
て
い
る
。

問

献
立
の
種
類
を
増
や
す
な
ど
創

意
工
夫
を
進
め
る
と
の
こ
と
だ
が
、

成
果
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
も
重
要

で
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で「
今
週
の
美
味

し
い
メ
ニ
ュ
ー
紹
介
」な
ど
の
発
信

は
効
果
的
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答

現
在
、
産
科
食
を
イ
ン
ス
タ
グ

ラ
ム
に
掲
載
し
紹
介
し
て
い
る
。
行

事
食
や
一
般
食
な
ど
は
院
内
デ
ジ
タ

ル
掲
示
板
や
広
報
誌
で
紹
介
し
て
い

る
が
、
他
院
な
ど
を
参
考
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
を
含
め
、
効
果
的
な
情
報
発

信
に
つ
い
て
研
究
し
て
い
く
。

湯谷
議員

安
心
し
て
出
産
が
で
き
、
乳
幼
児
を
育
て
ら

れ
る
環
境
を
目
指
し
て

いそむら
議員

稲
城
南
山
東
部
地
区
に
お
け
る
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て

川村
議員

市
が
管
理
す
る
公
園
・
緑
地
に
つ
い
て

中島
議員

土
地
区
画
整
理
事
業
に
つ
い
て

村上
議員

稲
城
市
立
病
院
で「
美
味
し
い
病
院
食
」を
推
進

す
る
こ
と
に
つ
い
て

本定例会の12月１日から４日間にわたり、
16人の議員が市政について45項目の一般質問を行いました。

その要旨は次のとおりです。紙面の都合上、１人１項目のみ掲載しています。
なお、その他の質問項目については、

市議会ホームページに掲載しておりますのでご覧ください。

▲中央文化センターホールの男子トイレに設置されているおむつ交換台
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問

ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
タ
ウ
ン
ス
タ
ジ

ア
ム
開
業
に
よ
り
、
車
や
人
の
流
れ

に
お
け
る
問
題
や
課
題
な
ど
が
生
じ

た
か
。
ま
た
、
対
応
や
対
策
は
。

答

市
は
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
タ
ウ
ン

ス
タ
ジ
ア
ム
来
場
者
に
限
定
し
て
の

交
通
渋
滞
と
は
言
え
な
い
が
、
よ
み

う
り
ラ
ン
ド
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
な

ど
に
よ
り
、
一
時
的
な
交
通
渋
滞
が

発
生
し
て
い
る
も
の
と
認
識
し
て
い

る
。
多
摩
中
央
警
察
署
に
確
認
し
た

と
こ
ろ
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
タ
ウ
ン
ス

タ
ジ
ア
ム
来
場
者
が
横
断
歩
道
を
利

用
せ
ず
道
路
を
横
断
す
る
た
め
、
警

備
員
を
配
置
し
、
横
断
歩
道
を
横
断

す
る
よ
う
呼
び
か
け
な
ど
の
対
策
を

図
る
よ
う
、
読
売
グ
ル
ー
プ
に
指
導

を
行
っ
た
と
聞
い
て
い
る
。市
で
も
、

多
３
・
４
・
16
号
稲
城
南
多
摩
線
の

み
な
ら
ず
、
多
３
・
４
・
12
号
読
売

問

稲
城
駅
か
ら
市
役
所
や
市
立
病

院
ま
で
の
延
伸
に
つ
い
て
は
。

答

稲
城
市
地
域
公
共
交
通
会
議
で

決
定
し
た
ｉ
バ
ス
の
新
ル
ー
ト
で
あ

る
南
多
摩
駅
か
ら
稲
城
・
府
中
メ
モ

リ
ア
ル
パ
ー
ク
路
線
に
お
い
て
、
稲

城
駅
か
ら
市
役
所
お
よ
び
市
立
病
院

ま
で
の
運
行
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
第
３
期
見

直
し
に
お
け
る
見
直
し
方
針
に
基
づ

き
、
路
線
バ
ス
事
業
者
に
対
し
、
稲

城
駅
が
終
点
と
な
っ
て
い
る
路
線
バ

ス
系
統
の
市
役
所
へ
の
延
伸
や
、
新

百
合
ヶ
丘
駅
か
ら
市
立
病
院
の
路
線

の
増
便
ま
た
は
稲
城
駅
止
ま
り
と

な
っ
て
い
る
系
統
の
延
伸
を
要
望
し

て
い
る
。

問

路
線
バ
ス
の
今
後
の
方
向
性
は
。

答

引
き
続
き
、
事
業
者
に
対
し
、

稲
城
市
地
域
公
共
交
通
会
議
な
ど
に

問

自
治
会
の
役
員
が
高
齢
化
し
、

転
入
増
に
よ
り
住
民
が
増
え
て
も
加

入
率
は
低
く
、
活
動
の
担
い
手
は
不

足
し
て
い
る
が
、
認
識
は
。

答

自
治
会
活
動
の
担
い
手
の
負
担

軽
減
を
目
的
に
デ
ジ
タ
ル
化
が
有
効

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

災
害
時
に
お
い
て
支
援
を
必
要

と
す
る
災
害
弱
者
は
増
え
る
一
方
で
、

役
員
も
高
齢
化
が
進
み
、
地
域
に
よ

る
助
け
合
い
の
活
動
の
実
効
性
担
保

が
難
し
く
な
っ
て
い
る
が
、認
識
は
。

答

自
主
防
災
組
織
に
よ
る
助
け
合

い
活
動
の
現
状
に
つ
い
て
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
課
題
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
ま
た
、
自
主
防
災
組
織
の
活
動

の
紹
介
な
ど
の
動
画
を
作
成
し
、
市

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
自
主
防
災
組
織
へ

の
周
知
や
、
各
自
主
防
災
組
織
の
要

望
に
合
わ
せ
た
防
災
訓
練
な
ど
の
実

問

児
童
・
生
徒
が
安
心
し
て
学
校

生
活
を
送
れ
る
よ
う
に
、ま
た
、ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
、
女
性
の
健
康
・
人
権

に
関
わ
る
問
題
と
し
て
、
生
理
用
品

を
女
子
ト
イ
レ
に
設
置
す
る
こ
と
を

求
め
て
き
た
。
当
市
議
会
で
も
生
理

用
品
を
め
ぐ
る
問
題
は
テ
ー
マ
に
何

度
も
上
が
っ
て
い
る
。
ま
た
、
全
国

の
公
共
施
設
で
、
生
理
用
品
を
ト
イ

レ
に
設
置
し
た
り
、
無
償
配
布
し
た

り
す
る
取
り
組
み
が
広
が
っ
て
い

る
。
し
た
が
っ
て
、
学
校
の
ト
イ
レ

に
生
理
用
品
を
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

と
同
じ
よ
う
に
置
く
こ
と
は
、
一
般

的
な
政
策
と
な
っ
て
い
る
。
学
校
長

の
判
断
で
生
理
用
品
を
女
子
ト
イ
レ

に
設
置
し
て
い
る
学
校
は
あ
る
か
。

答

市
立
小
中
学
校
に
お
い
て
学
校

長
の
判
断
で
生
理
用
品
を
女
子
ト
イ

レ
に
設
置
し
て
い
る
学
校
は
な
い
。

問

駐
輪
台
数
を
増
や
す
取
り
組
み

が
必
要
と
考
え
る
が
、
認
識
は
。

答

市
が
管
理
運
営
を
お
願
い
し
て

い
る
公
益
財
団
法
人
自
転
車
駐
車
場

整
備
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
稲
城
駅

北
口
バ
イ
ク
駐
車
場
を
含
め
た
台
数

割
合
の
変
更
や
、
利
用
し
や
す
い
自

転
車
ラ
ッ
ク
へ
の
改
修
を
本
年
度
中

に
行
う
予
定
と
し
て
お
り
、
駐
輪
可

能
な
台
数
を
増
や
し
て
い
く
。

問

駐
輪
台
数
を
何
台
増
や
せ
る
予

定
な
の
か
。
京
王
電
鉄
や
京
王
不
動

産
に
駐
輪
台
数
を
増
や
す
取
り
組
み

を
求
め
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
認
識

は
。
ま
た
、
稲
城
駅
の
南
口
な
ど
に

も
駐
輪
場
を
整
備
す
る
べ
き
と
考
え

る
が
、
認
識
は
。

答

現
状
よ
り
約
50
台
程
度
増
加
が

見
込
ま
れ
る
と
聞
い
て
い
る
。
事
業

者
に
現
在
の
状
況
を
伝
え
、
自
転
車

ラ
ン
ド
線
も
交
通
量
が
増
加
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
横
断

歩
道
橋
を
設
置
す
る
予
定
で
あ
る
。

問

今
後
の
交
通
安
全
対
策
は
。

答

ヤ
オ
コ
ー
稲
城
南
山
店
北
西
の

交
差
点
は
、
交
通
事
故
が
連
続
し
て

発
生
し
た
こ
と
か
ら
、
速
度
抑
制
を

兼
ね
た
交
通
安
全
対
策
を
実
施
し
た

い
。
同
時
に
信
号
機
の
設
置
を
要
望

し
て
い
く
。

問

実
施
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

交
通
安
全
対
策
工
事
は
、
令
和

７
年
度
中
の
工
事
完
了
を
目
指
し
、

取
り
組
ん
で
い
る
。
信
号
機
設
置
の

要
望
は
、
毎
年
度
、
市
長
自
ら
多
摩

中
央
警
察
署
を
訪
問
し
、
署
長
に
直

接
要
望
し
て
い
る
。令
和
７
年
度
も
、

本
交
差
点
を
含
め
、
令
和
８
年
２
月

に
多
摩
中
央
警
察
署
長
に
直
接
要
望

す
る
予
定
で
あ
る
。

お
い
て
、
既
存
路
線
バ
ス
の
増
便
や

延
伸
の
要
望
を
継
続
し
て
行
い
た

い
。
こ
れ
に
対
し
、事
業
者
か
ら
は
、

運
転
手
不
足
の
状
況
は
、
採
用
な
ど

に
工
夫
を
し
て
も
劇
的
に
状
況
が
変

わ
っ
て
お
ら
ず
、
バ
ス
事
業
者
全
体

の
運
転
手
確
保
状
況
な
ど
を
見
極
め

た
上
で
検
討
し
た
い
と
聞
い
て
い
る
。

問

稲
城
市
立
病
院
経
営
強
化
プ
ラ

ン
に
市
立
病
院
の
通
院
の
利
便
性
を

高
め
る
と
あ
る
が
、
考
え
方
は
。

答

新
た
な
患
者
の
獲
得
を
目
的
に

掲
げ
た
も
の
で
、
無
料
送
迎
便
の
実

施
に
向
け
た
検
討
に
あ
た
り
、
具
体

的
な
内
容
に
つ
い
て
は
、
ｉ
バ
ス
第

３
期
路
線
見
直
し
作
業
、
事
業
者
に

対
す
る
増
便
お
よ
び
延
伸
の
要
望
の

状
況
な
ど
を
踏
ま
え
て
、
庁
内
関
係

部
署
と
調
整
を
行
い
な
が
ら
、
総
合

的
に
判
断
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

施
、
自
主
防
災
組
織
本
部
長
会
議
な

ど
に
お
い
て
の
情
報
交
換
な
ど
、
持

続
可
能
な
共
助
の
取
り
組
み
を
推
進

し
て
い
る
。

問

若
者
の
数
が
少
な
く
、
負
担
の

大
き
い
役
割
を
背
負
わ
さ
れ
て
し
ま

う
な
ど
、
持
続
可
能
な
体
制
に
な
ら

な
い
こ
と
が
課
題
と
考
え
る
。
災
害

時
に
は
、
若
者
が
駆
け
回
り
、
安
否

を
確
認
す
る
印
象
が
あ
り
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ

な
ど
を
活
用
し
た
効
率
の
よ
い
方
法

が
必
要
だ
と
思
う
が
、市
の
認
識
は
。

答

ま
ず
は
自
助
と
し
て
、
で
き
る

限
り
の
行
動
を
実
践
し
て
も
ら
う
こ

と
が
極
め
て
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
。
Ｉ
Ｃ
Ｔ
な
ど
を
活
用
し
た

安
否
確
認
は
、
有
用
と
考
え
る
が
、

災
害
時
の
通
信
イ
ン
フ
ラ
が
断
絶
す

る
可
能
性
や
、
個
人
情
報
の
管
理
と

訓
練
が
必
要
だ
と
考
え
て
い
る
。

問

教
育
委
員
会
と
し
て
学
校
の
ト

イ
レ
に
生
理
用
品
を
設
置
す
る
た
め

の
方
針
や
行
動
計
画
を
持
つ
べ
き
と

考
え
る
が
、
認
識
は
。

答

各
学
校
が
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に

応
じ
て
適
切
な
場
所
に
設
置
す
る
も

の
と
考
え
て
い
る
た
め
、
教
育
委
員

会
が
生
理
用
品
の
設
置
場
所
に
関
す

る
方
針
や
行
動
計
画
を
策
定
す
る
こ

と
は
考
え
て
い
な
い
。

問

市
と
し
て
学
校
ト
イ
レ
に
生
理

用
品
を
置
く
と
い
う
統
一
し
た
方
針

を
持
つ
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、

認
識
は
。

答

繰
り
返
し
に
な
る
が
、
各
学
校

が
そ
れ
ぞ
れ
の
状
況
に
応
じ
て
適
切

な
場
所
に
設
置
す
る
も
の
と
考
え
て

い
る
た
め
、
教
育
委
員
会
が
統
一
し

た
方
針
を
策
定
す
る
こ
と
は
考
え
て

い
な
い
。

等
駐
車
場
の
設
置
や
増
設
な
ど
に
協

力
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
て
い

き
た
い
。
ま
た
、
稲
城
駅
南
口
へ
の

設
置
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
動
向
や
自
転
車
の
利
用
状
況

な
ど
に
つ
い
て
引
き
続
き
注
視
す
る

と
と
も
に
、ま
ず
は
必
要
に
応
じ
て
、

既
存
の
駐
輪
場
の
改
修
な
ど
に
よ
る

実
質
的
な
駐
輪
可
能
な
台
数
の
拡
大

や
シ
ェ
ア
サ
イ
ク
ル
の
活
用
な
ど
、

自
転
車
の
利
用
者
へ
の
適
切
な
対
応

を
図
っ
て
い
き
た
い
。

問

一
時
利
用
の
台
数
が
増
え
る
と

い
う
理
解
で
よ
い
の
か
。
ま
た
駐
輪

台
数
が
増
え
る
の
は
い
つ
と
予
定
し

て
い
る
か
。

答

一
時
利
用
と
し
て
増
加
が
見
込

ま
れ
る
も
の
と
聞
い
て
い
る
。ま
た
、

改
修
工
事
は
本
年
度
中
に
行
う
予
定

と
聞
い
て
い
る
。

佐藤
議員

稲
城
南
山
東
部
土
地
区
画
整
理
事
業
区
域
内
の

多
摩
３
・
４
・
16
号
稲
城
南
多
摩
線
に
お
け
る

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

つのじ
議員

バ
ス
利
用
者
へ
の
取
組
に
つ
い
て

中田
議員

地
域
別
将
来
推
計
人
口
を
踏
ま
え
た
稲
城
市
の

課
題
に
つ
い
て

田島
議員

小
中
学
校
の
生
理
用
品
の
置
き
場
所
に
つ
い
て

岡田
議員

稲
城
駅
の
駐
輪
場
の
増
設
等
に
つ
い
て

▲市防災訓練にて自主防災組織が行った炊き出し訓練の様子
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議会の豆知識「一般質問ってなに？」
　一般質問とは、議員が議案とは関係なく市長に対し、市が行う福祉や教育、インフラなどのさまざまな事業についての現況、問題点、
将来の方針など幅広く質問することです。
　一般質問は、市民の代表である市議会議員が市の考え方をチェックし、市民の思いや要望を市民サービスに反映させる大切な役割
を果たしています。

問

Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
に
隣
接
ま
た
は
近
隣
の
道

路
や
公
園
な
ど
の
名
称
や
愛
称
と
し

て「
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
タ
ウ
ン
」を
冠

し
、
地
域
の
価
値
創
造
に
向
け
た
取

り
組
み
に
つ
い
て
は
。

答

都
道
は
市
の
管
轄
で
は
な
い

が
、
市
が
管
轄
す
る
道
路
は
、
ネ
ー

ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
に
基
づ
き
、
地

域
の
活
性
化
や
賑
わ
い
の
創
出
に
向

け
検
討
し
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｇ
Ｉ
Ａ
Ｎ
Ｔ
Ｓ 
Ｔ
Ｏ
Ｗ

Ｎ
に
隣
接
す
る（
仮
称
）根
方
谷
戸
公

園
の
愛
称
に
つ
い
て
は
、
本
公
園
の

指
定
管
理
開
始
予
定
の
令
和
９
年
度

以
降
に
ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ
制
度
に

基
づ
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問

２
０
２
５
年
読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン

ツ
秋
季
キ
ャ
ン
プ
に
際
し
て
の
市
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
は
。

問

京
王
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
駅
周
辺

の
賑
わ
い
創
出
の
取
り
組
み
と
あ
わ

せ
、（
仮
称
）根
方
谷
戸
公
園
整
備
は

市
の
公
共
的
価
値
を
高
め
る
た
め
に

活
用
す
る
必
要
が
あ
る
。
利
便
性
の

向
上
と
活
力
あ
ふ
れ
る
ま
ち
に
す
る

た
め
、観
光
資
源
と
し
て
の
推
進
を
、

読
売
グ
ル
ー
プ
と
の
更
な
る
連
携
に

加
え
、
令
和
８
年
２
月
に
オ
ー
プ
ン

す
る
ポ
ケ
パ
ー
ク
カ
ン
ト
ー
が
有
す

る
世
界
最
大
の
メ
デ
ィ
ア
コ
ン
テ
ン

ツ「
ポ
ケ
モ
ン
」と
の
連
携
を
推
進
す

る
目
的
で
質
問
す
る
。(

仮
称)

根
方

谷
戸
公
園
の
基
本
認
識
と
観
光
資
源

と
し
て
の
役
割
は
。

答

駅
か
ら
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｇ
Ｉ
Ａ

Ｎ
Ｔ
Ｓ 

Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｎ
ま
で
の
導
線
に

位
置
し
、
玄
関
口
と
し
て
の
公
園
で

あ
り
、
新
た
な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
る
。

問

川
崎
街
道
か
ら
旧
鶴
川
街
道
の

区
間
に
つ
い
て
、
現
在
の
進
捗
状
況

と
今
後
の
整
備
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
。

答

今
年
度
に
全
て
の
用
地
取
得
が

完
了
し
、
上
下
水
道
工
事
な
ど
の
イ

ン
フ
ラ
整
備
工
事
を
実
施
し
て
い

る
。
引
き
続
き
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
工

事
、
道
路
築
造
工
事
を
行
う
と
と
も

に
、
関
係
機
関
と
調
整
を
図
り
な
が

ら
、
令
和
10
年
度
の
整
備
完
了
を
目

指
し
、
取
り
組
ん
で
い
く
。

問

多
７
・
５
・
３
号
宿
榎
戸
線
と

川
崎
街
道
と
の
交
差
点
形
状
な
ど
は
。

答

市
で
は
、
警
視
庁
に
対
し
、
既

存
の
市
道
５
号
線
と
の
交
差
点
を
残

し
た
ま
ま
、
多
７
・
５
・
３
号
宿
榎

戸
線
と
の
新
た
な
交
差
点
に
信
号
機

な
ど
の
設
置
を
要
望
し
、
協
議
を
し

て
き
た
。
し
か
し
、
警
視
庁
は
、
２

つ
の
交
差
点
が
近
接
し
て
い
る
た
め
、

問

保
育
園
の
待
機
児
童
問
題
と
同

様
に
、
学
童
ク
ラ
ブ
も
放
課
後
の
安

全
・
安
心
な
居
場
所
づ
く
り
と
し
て

必
要
不
可
欠
な
存
在
で
あ
り
、
喫
緊

の
課
題
で
あ
る
と
考
え
る
。
直
近
３

年
間
の
学
童
ク
ラ
ブ
の
登
録
児
童
数

お
よ
び
申
請
し
た
が
入
所
で
き
な

か
っ
た
児
童
数
は
。

答

直
近
３
年
間
の
学
童
ク
ラ
ブ
に

入
所
が
決
定
し
た
登
録
児
童
数
は
、

令
和
５
年
度
は
９
８
９
人
、
令
和
６

年
度
は
１
０
１
６
人
、
令
和
７
年
度

は
１
０
１
２
人
で
あ
る
。
申
請
し
た

が
入
所
で
き
な
か
っ
た
児
童
数
は
、

令
和
５
年
度
は
１
４
６
人
、
令
和
６

年
度
は
１
４
０
人
、
令
和
７
年
度
は

１
４
３
人
で
あ
る
。

問

申
請
し
た
が
入
所
で
き
な
か
っ

た
児
童
の
解
消
に
向
け
て
、
施
設
整

備
や
人
材
確
保
に
つ
い
て
、
ど
の
よ

問

路
線
見
直
し
に
当
た
り
、
市
民

や
利
用
者
の
声
を
反
映
す
る
こ
と
に

つ
い
て
、
市
民
や
利
用
者
か
ら
出
さ

れ
た
意
見
や
要
望
の
稲
城
市
地
域
公

共
交
通
会
議
で
の
検
討
方
法
は
。

答

稲
城
市
地
域
公
共
交
通
会
議
で

の
検
討
方
法
は
、
10
月
22
日
に
開
催

し
た
稲
城
市
地
域
公
共
交
通
会
議
に

お
い
て
、
市
民
意
見
聴
取
会
な
ど
に

お
け
る
市
民
か
ら
の
意
見
な
ど
に
つ

い
て
、
委
員
に
説
明
を
行
い
、
稲
城

市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
第
３
期
見
直

し
に
お
け
る
見
直
し
方
針
に
照
ら
し

合
わ
せ
て
協
議
を
行
っ
た
。

問

新
路
線
の
運
行
開
始
ま
で
の
今

後
の
進
め
方
は
。

答

市
民
意
見
聴
取
会
で
示
し
た
ダ

イ
ヤ
案
を
基
本
と
し
、
今
後
、
バ
ス

事
業
者
と
詳
細
な
調
整
を
行
い
、
12

月
に
開
催
予
定
の
令
和
７
年
度
第
４

問

令
和
７
年
中
の
市
内
に
お
け
る

自
転
車
盗
の
認
知
件
数
と
犯
罪
認
知

件
数
の
う
ち
、自
転
車
盗
の
割
合
は
。

答

９
月
末
現
在
で
84
件
、
犯
罪
認

知
件
数
の
う
ち
自
転
車
盗
の
割
合
は

28
・
４
％
と
な
っ
て
お
り
、
市
に
お

け
る
犯
罪
種
別
の
中
で
は
一
番
多
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。

問

刑
法
犯
認
知
件
数
の
大
き
な
割

合
を
占
め
る
自
転
車
盗
の
減
少
に
向

け
た
防
犯
対
策
は
。

答

盗
難
さ
れ
た
自
転
車
の
多
く
は

鍵
を
か
け
て
い
な
い
無
施
錠
の
状
態

で
あ
り
、
ま
ず
は
自
転
車
所
有
者
の

施
錠
の
徹
底
と
複
数
の
鍵
の
併
用
が

効
果
的
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

問

有
料
駐
輪
場
が
少
な
い
頃
は
、

駅
周
辺
な
ど
に
そ
の
ま
ま
駐
輪
し
て

い
た
た
め
、自
転
車
盗
は
多
か
っ
た
。

矢
野
口
駅
な
ど
に
有
料
駐
輪
場
が
で

答

秋
季
キ
ャ
ン
プ
初
日
に
市
長
が

表
敬
訪
問
し
、
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
選

手
に
エ
ー
ル
を
送
っ
た
。
ま
た
、
庁

舎
内
で
は
、
秋
季
キ
ャ
ン
プ
期
間
中

を
応
援
ウ
ィ
ー
ク
と
位
置
づ
け
、
練

習
に
励
む
選
手
た
ち
を
応
援
す
る
た

め
に
、
窓
口
業
務
を
担
う
職
員
を
中

心
に
、
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
の
読
売
ジ
ャ

イ
ア
ン
ツ
レ
プ
リ
カ
ユ
ニ
ホ
ー
ム
を

着
用
し
て
勤
務
し
た
。

問

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
の
秋
季

キ
ャ
ン
プ
が
市
内
で
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
積
極
的
に
周
知
し
、
シ
ビ
ッ

ク
プ
ラ
イ
ド
の
更
な
る
醸
成
を
図
っ

て
も
ら
い
た
い
が
、
市
の
見
解
は
。

答

市
の
知
名
度
向
上
や
地
元
経
済

の
活
性
化
に
つ
な
が
る
だ
け
で
は
な

く
、
市
民
に
と
っ
て
地
域
へ
の
愛
着

や
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
醸
成
に
も

寄
与
す
る
と
考
え
て
い
る
。

問

ポ
ケ
モ
ン
は
知
的
財
産
権
に
よ

る
世
界
の
市
場
規
模
が
13
兆
円
を
超

え
る
。
世
界
初
の
屋
外
施
設
が
で
き

る
こ
と
を
好
機
と
捉
え
、
そ
れ
ら
コ

ン
テ
ン
ツ
を
活
用
す
る
た
め
、
読
売

グ
ル
ー
プ
お
よ
び「
ポ
ケ
モ
ン
」と
の

連
携
に
つ
い
て
は
。

答

読
売
グ
ル
ー
プ
と
の
コ
ン
テ
ン

ツ
を
活
用
し
た
連
携
は
、
引
き
続
き

進
め
る
。「
ポ
ケ
モ
ン
」に
つ
い
て
は
、

ポ
ケ
パ
ー
ク
カ
ン
ト
ー
と
ど
の
よ
う

な
形
で
連
携
で
き
る
か
研
究
す
る
。

問
（
仮
称
）根
方
谷
戸
公
園
の
今
後

の
観
光
資
源
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

答

公
園
が
持
つ
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や

周
辺
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
の
連
携
な
ど

を
含
め
、
読
売
グ
ル
ー
プ
と
協
議
を

し
な
が
ら
今
後
の
進
め
方
を
研
究
し

て
い
く
。

両
方
を
交
差
点
と
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
と
判
断
し
、
信
号
機
な
ど
を
新

し
い
交
差
点
に
移
し
、
現
在
の
市
道

５
号
線
と
の
交
差
点
は
廃
止
さ
れ
る
。

問

新
し
い
交
差
点
整
備
後
の
南
北

の
移
動
に
つ
い
て
市
の
考
え
は
。

答

川
崎
街
道
南
側
か
ら
北
側
に
行

く
場
合
は
、
多
７
・
５
・
３
号
宿
榎

戸
線
を
経
由
し
、
川
崎
街
道
を
右
折

し
、
市
道
５
号
線
へ
左
折
す
る
な
ど

が
想
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
既
存
の
交

差
点
が
廃
止
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、

川
崎
街
道
を
左
折
で
き
な
く
な
る
た

め
、
川
崎
街
道
北
側
か
ら
南
側
へ
行

く
場
合
に
は
、
宿
三
谷
公
会
堂
前
の

旧
川
崎
街
道
を
経
由
し
、
ル
ネ
稲
城

マ
ン
シ
ョ
ン
前
に
あ
る
交
差
点
か
ら

川
崎
街
道
を
右
折
し
、
多
７
・
５
・

３
号
宿
榎
戸
線
を
左
折
す
る
な
ど
が

想
定
さ
れ
る
。

う
な
支
援
策
を
検
討
し
て
い
る
の
か
。

答

施
設
の
整
備
と
し
て
は
、
受
け

入
れ
定
員
の
見
直
し
な
ど
の
柔
軟
な

対
応
を
し
、
次
に
、
人
材
確
保
に
つ

い
て
は
、
安
定
し
た
確
保
に
向
け
、

人
件
費
に
つ
い
て
補
助
を
行
う
な

ど
、
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
。

問

待
機
児
童
の
増
加
が
見
込
ま
れ

る
懸
念
も
あ
る
。
都
で
は
、
子
供
と

保
護
者
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
多
様
な

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
都
認
証
学
童

ク
ラ
ブ
事
業
を
開
始
し
た
。
事
業
実

施
に
向
け
て
市
の
見
解
は
。

答

都
認
証
学
童
ク
ラ
ブ
は
、「
放

課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
」に
お
い

て
都
知
事
が
認
証
す
る
学
童
ク
ラ
ブ

と
認
識
し
て
い
る
。
事
業
実
施
に
向

け
て
は
様
々
な
条
件
が
あ
る
た
め
、

市
民
ニ
ー
ズ
な
ど
も
勘
案
し
て
い
く
。

回
稲
城
市
地
域
公
共
交
通
会
議
に
て

ダ
イ
ヤ
な
ど
を
決
定
し
、
新
た
な
路

線
で
の
運
行
に
向
け
、
運
輸
局
へ
の

路
線
認
可
申
請
な
ど
の
手
続
を
進
め

て
い
く
予
定
で
あ
る
。

問

新
路
線
の
市
民
へ
の
周
知
方
法

や
時
期
に
つ
い
て
、
新
路
線
運
行
開

始
後
も
、
利
用
状
況
、
市
民
や
利
用

者
の
要
望
に
基
づ
き
、
路
線
の
再
見

直
し
を
行
っ
て
い
く
こ
と
に
つ
い

て
、
認
識
は
。

答

新
路
線
の
市
民
へ
の
周
知
は
、

市
広
報
や
市
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
な
ど
で
、

適
切
な
時
期
に
周
知
を
図
り
た
い
。

ま
た
、
新
路
線
運
行
後
の
対
応
は
、

ｉ
バ
ス
乗
降
調
査
な
ど
に
よ
る
検
証

な
ど
を
行
う
と
と
も
に
、
稲
城
市
地

域
公
共
交
通
会
議
の
中
で
必
要
に
応

じ
て
協
議
し
た
い
。

き
、自
転
車
盗
も
減
る
と
思
っ
た
が
、

な
じ
ま
な
い
人
も
多
く
、
空
き
地
に

駐
輪
し
て
い
た
。
そ
の
後
、
高
額
な

自
転
車
が
増
え
、
有
料
駐
輪
場
へ
の

駐
輪
が
日
常
に
な
っ
た
が
、
無
施
錠

の
自
転
車
を
多
く
見
か
け
、
多
摩
稲

城
防
犯
協
会
の
役
員
会
で
話
し
た
と

こ
ろ
、
京
王
よ
み
う
り
ラ
ン
ド
駅
な

ど
の
駐
輪
場
を
防
犯
協
会
の
役
員
と

多
摩
中
央
警
察
署
と
視
察
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
無
施
錠
の
自
転
車
を
約

20
台
見
つ
け
、
注
意
喚
起
の
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
自
転
車
の
か
ご
に
入
れ
、

防
犯
対
策
を
行
っ
た
。
改
め
て
、
市

の
自
転
車
盗
に
対
す
る
防
犯
対
策
は
。

答

青
パ
ト
で
の
巡
回
や
、
自
転
車

の
施
錠
を
促
す
啓
発
ポ
ス
タ
ー
の
掲

示
の
ほ
か
、
市
や
自
治
会
な
ど
が
防

犯
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
こ
と
で

の
抑
止
効
果
に
も
期
待
し
て
い
る
。

梶浦
議員

（
案
）ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
タ
ウ
ン
通
り
等
の
施
設
愛
称
や
、

読
売
ジ
ャ
イ
ア
ン
ツ
秋
季
キ
ャ
ン
プ
の
機
運
醸
成
に
よ

る
シ
ビ
ッ
ク
プ
ラ
イ
ド
の
さ
ら
な
る
醸
成
に
つ
い
て

土居
議員

公
民
連
携
に
よ
る
観
光
資
源
の
整
備
に
つ
い
て

池田
議員

矢
野
口
地
区
の
ま
ち
づ
く
り
の
進
捗
状
況
に

つ
い
て

榎本
議員

学
童
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
拡
充
に
つ
い
て

山岸
議員

市
民
や
利
用
者
の
立
場
に
た
っ
た
ｉ
バ
ス
路
線

の
再
見
直
し
に
つ
い
て

角田
議員

自
転
車
盗
に
つ
い
て
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正副議長公務日誌

令和７年度は平尾小学校で開催され、市議会
として、参集訓練を行い、地域防災力の一助
を担うオール市議会で臨みました。

議会だより第249号に掲載したフォスターシ
ティ市ホームステイ事業の報告会に参加しま
した。参加した６名の高校生の話を聞き、将
来の可能性が大きく広がる良い経験ができた
のではと嬉しく思いました。

ホームタウンアーティストの認定式・壮行会に参加し
ました。野村駿介さんは、市内で初となるホームタウ
ンアーティストに認定され、２月開催のローザンヌ国際
バレエコンクールに出場されました。壮行会では、最
高のパフォーマンスができるようエールを送りました。

稲城市防災訓練
（11月２日）

フォスターシティ市ホームステイ事業報告会
（11月９日）

ホームタウンアーティスト認定式・壮行会
（12月４日）

議員21人に聞きました
Q.我がまち稲城の魅力や好きな所を教えてください！自然環境が豊かで、都心からのアクセスが良

く交通の利便性が良い、今後も人口増加が見
込まれ、街に活気があるところだと思います。

坂田　たけふみ
議長／新政会

多世代で住みやすいのが、稲城の魅力！程
よく都会・程よく田舎が大好き！人と街との
バランスを大切に、進化させていきたいです。

川村　あや
稲志会

なんと言っても美しい街並み！川と丘陵に
恵まれた中での都市基盤整備が出来ている
ところです。市内に6駅あるのも好きですね。

渡辺　力
新政会

梨、よみうりランド、ジャイアンツタウン、
読売巨人軍、東京ヴェルディや日テレベレー
ザの応援など楽しいことが多いところです。

湯谷　ひろし
公明党

春の小川にホタル舞い、夏祭りを花火が彩
り、冬は駅前にイルミが灯る、「ほどよく都会、
ほどよく田舎」な風景が共存する心地よい街

中田　中
副議長／稲志会

人口が増え続け、他市に比べ若い世代も多
く、ポテンシャルが非常に高いところ。未
来への可能性があるところが稲城市の魅力。

中島　健介
稲志会

多摩川や三沢川、用水路などの水と、
梨畑や里山などの緑。豊かな自然を
身近に感じて暮らせるところです。

佐藤　しんじ
公明党

自然と都市が調和し、世代が交流し、文
化・スポーツが盛んで、子育てしやすく
高齢者が元気に活躍する自慢のまち稲城

榎本　久春
改革未来の会

稲城は魅力満点！若葉台公園の桜、ジャイア
ンツタウン、東京ヴェルディ・日テレベレーザ、
大河原邦男先生などなど！大好き稲城♡

梶浦　みさこ
新政会

多摩川、大丸用水、田植えの時期には、
数少ない大丸の水田から聴こえる蛙の合
唄、程よく都会、程よく田舎が大好きです。

北浜　けんいち
稲志会

魅力は、緑豊かな、ほどよく田舎で、開発が
進む、ほどよく都会な所。好きな所は、子供
の頃遊んだ風景、中でも威光寺の弁天洞窟。

角田　政信
新政会

みどりが多く、多摩川が流れ、人と閑
静な住環境が、穏やかで暮らしやすく、
都心にも出やすいところが好きです。

岡田　まなぶ
日本共産党

自然の恵みと人の温もりが調和する
街。市民が支え合う優しさが、何よ
りまちの誇りであり魅力です。

いそむらあきこ
改革未来の会

鈴木　誠
稲志会

生まれ育ったまちなので、言うまでもなく、
全てが大好きなまちです。稲城は魅力たっ
ぷりなまちです。稲城に最大級のLOVEを！

池田　英司
新政会

多摩川と多摩丘陵が私の原点です。
街のどこにいてもこのふたつを感じ
ることができるのは大きな魅力です。

山岸　太一
日本共産党

緑が多く身近に接することができるこ
と、市域がコンパクトで全体に目が届
き、素朴で温かな人が多いところです！

村上　洋子
無所属

豊かな自然と都心への利便性が共存。都市農
業やスポーツ施設が充実し、若者の新たな挑
戦も支える、可能性に満ちた住みよい街！

土居　のりひろ
稲志会

豊かな自然に恵まれ生活環境を備えた、「ほ
どよく田舎、ほどよく都会なまち」。地域力
が高く、暮らしやすさを実感できる街です。

つのじ　寛美
公明党

稲城は都心に近いのに、手付かずの自然と
農地が多く残っていて、都会の暮らしと田
舎の暮らしの両方を満喫できることです。

田島　きく子
日本共産党

45年ほど前に北海道ニセコ町から来た時、京
王よみうりランド周辺の自然豊かな環境に感
動しました。自然豊かな稲城が大好きです。

武田　まさひと
無所属

自然・文化・利便性等々。でも個性豊かな郷
土史が一番面白い！今もなお市民の活動が歴
史を紡ぐ…。未来に向かって精進あるのみ！

議長の公務をちょっとのぞき見！

「議会の進行」　
議場の議長席で、本会議などの

円滑な運営のため、議事進行を

行います。
「外部の会議へ出席」　市議会議長会など、所属している外部の会議に出席します。

「式典などへ出席」　
市内などで行われる各種式典に

市議会を代表して出席します。 「議会事務局内での協議」　出席する会議や行事などについて、議会事務局の職員と協議や調整および説明を受けます。

議長は、市議会議員の中から本会議において選挙で選ばれ
ます。今回は、普段行っている議長の公務をご紹介します。
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令和７年第４回定例会での審議結果
（令和７年11月26日～12月16日）
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提
　
出
　
議
　
案

条　　　　　例

第66号 稲城市乳児等通園支援事業の設備及び運営の基準に関する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第67号 稲城市議会議員及び稲城市長の選挙における選挙運動の公費負担に関する条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第68号 稲城市職員の公益的法人への派遣に関する条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第69号 稲城市一般職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第70号 稲城市市税条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第71号 稲城市手数料条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第72号 稲城市ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第73号 稲城市乳幼児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第74号 稲城市義務教育就学児の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第75号 稲城市後期高齢者医療に関する条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第76号 稲城市特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する確認基準を定める条例等の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第77号 稲城市高校生等の医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

補　正　予　算

第78号 令和7年度東京都稲城市一般会計補正予算（第3号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第79号 令和7年度東京都稲城市国民健康保険事業特別会計補正予算（第2号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第80号 令和7年度東京都稲城市土地区画整理事業特別会計補正予算（第1号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第81号 令和7年度東京都稲城市後期高齢者医療特別会計補正予算（第3号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第82号 令和7年度東京都稲城市下水道事業会計補正予算（第1号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第83号 令和7年度東京都稲城市病院事業会計補正予算（第2号） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

そ　　の　　他

第84号 稲城市道路線の認定について（稲城南山東部土地区画整理事業区域における電線共同溝路線指定関係・5路線） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第85号 稲城市道路線の認定について（稲城南山東部土地区画整理事業関係・1路線） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第86号 稲城市道路線の認定について（坂浜における民間宅地開発関係・1路線） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第87号 稲城市道路線の廃止について（多摩都市計画道路7・5・3号宿榎戸線新設整備事業関係・1路線） 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第88号 稲城市大丸地区会館の指定管理者の指定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第89号 稲城市松葉集会所の指定管理者の指定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第90号 稲城市押立ふれあい会館の指定管理者の指定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第91号 稲城市地域振興プラザの指定管理者の指定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第92号 稲城市福祉センターの指定管理者の指定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第93号 稲城市上谷戸緑地体験学習館等の指定管理者の指定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第94号 稲城長峰スポーツ広場の指定管理者の指定について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第95号 坂浜地区の一部における住居表示を実施する市街地の区域及び当該区域内の住居表示の方法について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第96号 坂浜地区の一部における町の区域の新設及び字の区域の変更について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0

第97号 矢野口・東長沼・百村地区の一部における町の区域の新設及び字の区域の変更について 可 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 20 0
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